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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究では医薬品用途の高機能蛋白質の工業用動物細胞からの生産技術の開発を目指している。 
これまでに、工業用動物細胞の安定性の鍵を握る染色体転座の機構の解明、特定の蛋白質の高発現に

よる抗体生産性の２０％程度までの向上など、要素技術に関しての一定の成果が認められる。一方、当

初計画したゲノム編集による分子育種を実践する方法論については進捗に遅れが生じていることから、

研究計画を精査し、分子育種による長期連続培養への細胞提供を実現し、当初目標である生産基盤の構

築までの見通しを早期に示されることを望む。 


